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4 綾部市地域福祉活動計画 

綾部市地域福祉活動計画は、すべての人が安心して生活できる地域社会の

実現を図るため、住民の福祉課題を明らかにし、住民が主体的に参加・参画

して取り組む地域の福祉課題に応じた解決への指針です。 

綾部市社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員会 
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人としての尊厳が守られ、一人ひとりがその
人らしく生きられるような地域づくりをすすめ
ること 

間口広く相談を受け止め、本人の思いを汲み
取った地域支援体制をつくること 

基本的人権を守り、本人の持っている力を引
き出すようにすること 

綾部市の地域特性を踏まえた地域福祉の実
現 

地域住民の主体的な参加を進め、社会福祉
協議会、民生児童委員、ボランティア、社会
福祉法人、福祉施設、福祉団体等が相互理
解し、協働によってすすめること 

大切にしたい
５つのこと 

１ ソーシャルインクルージョンとノー
マライゼーション 

２ 権利擁護とエンパワメント ５ 綾部発の福祉 

４ 本人の生活課題に即した包括的
な地域支援体制 

３ 住民参加・協働 

計画   
PLAN 

実行 DO 

評価 CHECK 

見直し
ACTION 

 第4次綾部市地域福祉活動計画は、未来の綾部の
地域福祉構築の設計図として第3次綾部市地域福祉
活動計画を継続発展し、この計画づくりに関わって
いただいた多くの住民の「夢」と「希望」を盛り込ん
だ計画です。 
 少子高齢化や過疎、毎年のように発生する大規模
災害など、明るい話題ばかりではありませんが、こ
の計画づくりを通じて、改めて綾部のまちには、いろ
んな人やグループが、このまちを誇りに思い、互い
に思いやり、前向きにいきいきと活動を行っておら
れる人との出会いがありました。 
 住民が地域の生活課題に対する問題意識を共有
し、解決のため協働することは、人々のつながりの
強化、地域の活性化、ひいては地域社会の発展の軸
になり得ると考えます。 
そのためにもこの計画を多くの住民等に周知を図り、
計画実現のための歩みをまとめ、適宜見直しをして
いく必要があります。 
 また、本市の広域性と地域性を考慮すると、活動
計画は各地区ごとに必要ともいえ、各地区ごとの活
動計画づくりも視野に入れる必要があります。 
 計画づくりを進めてきた策定委員会は、本計画の
進捗管理を行う役割を継続的に担っていきます。 

計画の実施にあたって 
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PDCAサイクルで計画の実現をめざします 
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• 子どもから高齢者まで、福祉を学び、助けあう福祉マインドを育てます 

• （例：学校、会社、地域での学習、イベント開催など） 住民の学び 

• 地域のために何か役に立ちたい、そんな思いをもつ住民の参加の機会をつくります 

• （例：ボランティア需給調整、活動支援など） 出番 

• 医療、介護、福祉等の専門職の地域福祉、地域ケアを学ぶ機会をつくります 

• （例：研修など） 専門職の学び 

• 地域福祉の情報がいつでも、誰でも入手できるような発信の仕組みをつくります 

• （例：ICTの活用など） 情報発信 

• 子どもから高齢者まで、孤立を防ぎ、人とのふれあいができるいばしょを増やします 

• （例：サロン、カフェなど） いばしょ 

• 子どもから高齢者まで、孤立を防ぎ、見守り声かけあうお互い様の地域づくりをすすめま
す 

• （例：声かけ、あんしんカードなど） 
見守り 

• 間口広く相談を受け止め、適切な支援につなぎ、早期の問題解決をすすめます 

• （例：民生児童委員、包括支援センターなど） 相談 

• 利用者の立場に立ち、専門職や住民と連携・協働したサービスを提供します 

• （例：介護保険、障害者総合支援、児童福祉など） サービス 

• 複雑多様化する福祉課題を解決するために、自由な話し合いの場をつくります 

• （例：社会福祉協議会、福祉推進組織など） 話し合いの場 

• 当事者同士がつどい、思いを出し合い、支え合いの場をつくります 

• （例：当事者のつどいなど） 支え合いの場 

• 異業種や異分野の人がつどい、綾部に必要な社会資源を創出します 

• （例：第1層協議体、第2層協議体など） 資源開発 

• 地域福祉の情報の共有の仕組みを創出します 

• （例：ポータルサイトの立ち上げなど） 情報共有 

• 人と人、人と資源をつなぐコーディネーターを配置します 

• （例：ボランティアコーディネーター、生活支援支援コーディネーターなど） コーディネーター 

• 地域福祉活動をすすめる拠点をつくります 

• （例：福祉施設の活用、いばしょ館など） 活動拠点 
• 小中高生の福祉にふれあう機会をつくるとともに、若い世代の声をまちづくりに取り入れ
ます 

• （例：体験学習など） 
若者参加 

• 公的財源の確保、共同募金の活性化、新たな財源確保をすすめます 

• （例：共同募金、クラウドファンディングなど） 財源確保 

つながりあうまち「あやべ」の実現 
vision 

地域福祉の理解者を増やし、地域福祉の担
い手を育てる 

孤立をなくし、誰もが安心して暮らせる地域
をつくる 

若い世代の声を聞き、地域福祉をすすめる
仕組みをつくる 

出会い、話し合いの場をつくり、連携・協働で
地域課題を解決する力をつける 

地域福祉に関わる全ての人々や団体、施設等と目指す4つの課題と16の活動項目 


